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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第42期
第2四半期
連結累計期間

第41期
(3ヵ月変則決算)

会計期間
自　平成24年 6月21日
至　平成24年12月20日

自　平成24年3月21日
至　平成24年6月20日

売上高 (百万円) 107,271 52,016

経常利益 (百万円) 51,533 25,519

四半期(当期)純利益 (百万円) 32,599 15,535

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 35,206 12,064

純資産額 (百万円) 692,633 658,365

総資産額 (百万円) 729,449 686,455

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 537.55 256.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 95.0 95.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 43,753 6,108

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △42,639 △1,753

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △938 △2,131

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 19,304 18,441

　

回次
第42期
第2四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年 9月21日
至　平成24年12月20日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 263.09

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　第41期は、決算期変更により平成24年3月21日から平成24年6月20日までの3ヵ月間となっておりますので、四半

期連結財務諸表は作成しておりません。このため、前第2四半期連結累計期間は記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第2四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第2四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は決算期変更により、前連結会計年度は平成24年3月21日から平成24年6月20日までの3ヵ月間となっ

ておりますので、前年同四半期連結累計期間との比較は行っておりません。
　

(1) 経営成績の分析

当第2四半期連結累計期間の世界経済は、米国・中国などでは持ち直しの兆しがみられましたが、債務

問題の続く欧州は低調で、全体としても先行き不透明感が漂いました。国内についても、海外経済の減速

を受けて輸出・生産が落ち込み、製造業の景況感は悪化しました。

こうしたなかで、当社グループといたしましては中長期的な成長を維持する観点からも、企画開発面で

の充実、営業面での強化を図り、売上高は107,271百万円、営業利益は48,563百万円、経常利益は51,533百

万円、四半期純利益は32,599百万円となりました。
　

(2) 財政状態の分析

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ42,994百万円増加し、729,449百万円

となりました。これは、有価証券が22,589百万円増加したことなどによるものであります。

当第2四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ8,727百万円増加し、36,816百万円とな

りました。これは、未払法人税等が10,488百万円増加したことなどによるものであります。

当第2四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ34,267百万円増加し、692,633百万円

となりました。これは、利益剰余金が31,690百万円増加したことなどによるものであります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末

に比べ862百万円(4.7％)増加し、19,304百万円となりました。なお、当第2四半期連結累計期間における各

活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。
　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加額は、43,753百万円となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少額は、42,639百万円となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少額は、938百万円となりました。
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
　

(5) 研究開発活動

当第2四半期連結累計期間の研究開発費の総額は4,752百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第2四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年2月4日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 60,801,92160,801,921
東京証券取引所(市場第一部)
大阪証券取引所(市場第一部)

単元株式数
100株

計 60,801,92160,801,921 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年12月20日 ─ 60,801,921 ― 30,637 ― 30,526
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(6) 【大株主の状況】

平成24年12月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ティ・ティ 大阪府豊中市新千里南町3－23－2 10,867 17.87

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
信託口

東京都中央区晴海１－8－11 4,939 8.12

滝　崎　武　光 大阪府豊中市 4,688 7.71

ステート ストリート バンク アンド トラス
ト カンパニー
(常任代理人　香港上海銀行東京支店)

米国、ボストン
(東京都中央区日本橋3丁目11－1)

3,885 6.39

日本マスタートラスト信託銀行株式会社信託
口

東京都港区浜松町2－11－3 1,710 2.81

メロン バンク エヌエー アズ エージェント 
フォー イッツ クライアント メロン オムニ
バス ユーエス ペンション
(常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀
行決済営業部)
 

米国、ボストン
(東京都中央区月島4丁目16－13)

1,253 2.06

ＳＳＢＴ ＯＤ０５ ＯＭＮＩＢＵＳ ＡＣＣＯ
ＵＮＴ ― ＴＲＥＡＴＹ ＣＬＩＥＮＴＳ
(常任代理人　香港上海銀行東京支店)

オーストラリア、シドニー
(東京都中央区日本橋3丁目11－1)

1,014 1.66

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ 
ロンドン エス エル オムニバス アカウント
(常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀
行決済営業部)
 

イギリス、ロンドン
(東京都中央区月島4丁目16－13)

936 1.53

ステート ストリート バンク アンド トラス
トカンパニー　５０５２２５
(常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀
行決済営業部)

米国、ボストン
(東京都中央区月島4丁目16－13)

916 1.50

ザ バンク オブ ニューヨーク ― ジャス
ディック ノン トリーティー アカウント
(常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀
行決済営業部)
 

米国、ニューヨーク
(東京都中央区月島4丁目16－13)

914 1.50

計 ― 31,127 51.19

　

(注)　平成24年4月18日付でファースト・イーグル・インベストメント・マネジメント・エルエルシーが株式を保有し

ている旨の大量保有報告書が提出されておりますが、当社として当第2四半期会計期間末時点における当該法人

名義の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。当該大量保有報告書

の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

ファースト・イーグル・インベストメント・
マネジメント・エルエルシー

米国、ニューヨーク 3,058 5.03
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年12月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 156,800

　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 60,471,000
　

604,710 ―

単元未満株式 普通株式 174,121
　

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 60,801,921― ―

総株主の議決権 ― 604,710 ―

　

② 【自己株式等】

平成24年12月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キーエンス

大阪市東淀川区東中島
１－3－14

156,800 ― 156,800 0.26

計 ― 156,800 ― 156,800 0.26

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

(2) 当社は、平成24年6月13日開催の第40回定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を3月

20日から6月20日に変更いたしました。これに伴い、前連結会計年度は、平成24年3月21日から平成24年6月

20日までの3ヵ月間となったため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。このため、前第2四半期連

結会計期間及び前第2四半期連結累計期間は記載しておりません。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2四半期連結会計期間(平成24年9月21日から

平成24年12月20日まで)及び第2四半期連結累計期間(平成24年6月21日から平成24年12月20日まで)に係る

四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年6月20日)

当第2四半期連結会計期間
(平成24年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 101,680 110,782

受取手形及び売掛金 64,947 62,227

有価証券 278,847 301,437

たな卸資産 ※
 18,713

※
 18,795

その他 6,295 6,921

貸倒引当金 △219 △158

流動資産合計 470,265 500,005

固定資産

有形固定資産 17,695 17,950

無形固定資産 1,336 1,300

投資その他の資産

投資有価証券 179,637 191,170

その他 17,534 19,068

貸倒引当金 △14 △45

投資その他の資産合計 197,157 210,193

固定資産合計 216,189 229,444

資産合計 686,455 729,449

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,521 4,215

未払法人税等 8,458 18,946

賞与引当金 3,312 3,200

その他 7,353 7,924

流動負債合計 26,645 34,286

固定負債 1,443 2,529

負債合計 28,089 36,816

純資産の部

株主資本

資本金 30,637 30,637

資本剰余金 30,531 30,531

利益剰余金 606,105 637,795

自己株式 △2,807 △2,836

株主資本合計 664,466 696,127

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △388 859

為替換算調整勘定 △5,711 △4,353

その他の包括利益累計額合計 △6,100 △3,493

純資産合計 658,365 692,633

負債純資産合計 686,455 729,449
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第2四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第2四半期連結累計期間
(自 平成24年6月21日
　至 平成24年12月20日)

売上高 107,271

売上原価 26,815

売上総利益 80,455

販売費及び一般管理費 ※
 31,891

営業利益 48,563

営業外収益

受取利息 525

持分法による投資利益 448

為替差益 1,671

雑収入 399

営業外収益合計 3,046

営業外費用

雑損失 76

営業外費用合計 76

経常利益 51,533

税金等調整前四半期純利益 51,533

法人税等 18,933

四半期純利益 32,599
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【四半期連結包括利益計算書】
【第2四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第2四半期連結累計期間
(自 平成24年6月21日
　至 平成24年12月20日)

四半期純利益 32,599

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,248

為替換算調整勘定 1,341

持分法適用会社に対する持分相当額 16

その他の包括利益合計 2,606

四半期包括利益 35,206

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,206

少数株主に係る四半期包括利益 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第2四半期連結累計期間
(自 平成24年6月21日
　至 平成24年12月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,533

減価償却費 1,567

受取利息及び受取配当金 △548

為替差損益（△は益） △867

持分法による投資損益（△は益） △448

売上債権の増減額（△は増加） 3,586

たな卸資産の増減額（△は増加） 221

仕入債務の増減額（△は減少） △3,306

賞与引当金の増減額（△は減少） △135

その他 △121

小計 51,480

利息及び配当金の受取額 958

法人税等の支払額 △8,685

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,753

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △7,869

有価証券の増減額（△は増加） △33,299

有形固定資産の取得による支出 △1,548

その他 78

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,639

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の増減額（△は増加） △29

配当金の支払額 △909

財務活動によるキャッシュ・フロー △938

現金及び現金同等物に係る換算差額 687

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 862

現金及び現金同等物の期首残高 18,441

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 19,304
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第2四半期連結累計期間
(自  平成24年6月21日  至  平成24年12月20日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成24年4月1日以後に開始する事業年度の期首以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これによる損益に

与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第2四半期連結累計期間
(自  平成24年6月21日  至  平成24年12月20日)

税金費用の計算

法人税等の算定に関しては、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※たな卸資産の内訳

　
前連結会計年度
(平成24年6月20日)

当第2四半期連結会計期間
(平成24年12月20日)

商品及び製品 9,229百万円 10,930百万円

仕掛品 4,927 3,947

原材料 4,557 3,918

　

(四半期連結損益計算書関係)

※販売費及び一般管理費の主なもの

当第2四半期連結累計期間
(自  平成24年 6月21日
至  平成24年12月20日)

　

役員報酬及び従業員給料手当賞与 12,691百万円

賞与引当金繰入額 2,551

研究開発費 4,752
　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

当第2四半期連結累計期間
(自  平成24年 6月21日
至  平成24年12月20日)

　

現金及び預金 110,782百万円

預入れ期間が3ヵ月を超える定期預金 △91,478

現金及び現金同等物 19,304
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(株主資本等関係)

当第2四半期連結累計期間(自　平成24年6月21日　至　平成24年12月20日)

１  配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年9月12日
定時株主総会

普通株式 909 15平成24年6月20日 平成24年9月13日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　
２  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第2四半期連結累計期間(自　平成24年6月21日　至　平成24年12月20日)

　当社グループは、電子応用機器の製造・販売を中心に事業活動を展開する単一セグメントであるため、

記載を省略しております。

　

(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
当第2四半期連結累計期間
(自  平成24年 6月21日
至  平成24年12月20日)

1株当たり四半期純利益金額 537円55銭

 (算定上の基礎) 　

  四半期純利益(百万円) 32,599

  普通株主に帰属しない金額 ―

  普通株式に係る四半期純利益(百万円) 32,599

  普通株式の期中平均株式数(千株) 60,645

(注)  潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年1月30日

株式会社キーエンス

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　辻　　内　　　　　章　　㊞　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　玉　　井　　照　　久　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社キーエンスの平成24年6月21日から平成25年3月20日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間(平成
24年9月21日から平成24年12月20日まで)及び第2四半期連結累計期間(平成24年6月21日から平成24年12月20
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キーエンス及び連結子会社の平成24
年12月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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